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このページにお寄りくださり、ありがとうございます。 

 

この度、鎌倉を代表するお寺である建長寺の境内に、同寺の仏殿をかたどったミニチュア

ブロンズ像を設置します。目的は、目の見えない人が、建物の形を手で触ってわかるよう

にすること。屋外に置くことでその存在を多くの人の目に触れさせ、目の見えない人と見

える人が「場を分かち合う」きっかけとします。 

 

このプロジェクトは、大本山 建長寺様、鎌倉市観光協会様、鎌倉市社会福祉協議会様 に

ご賛同いただいています。 

 

つきましては、是非とも趣旨にご理解、ご賛同いただき、格別のご支援を賜りますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

 

2022 年 7 月吉日 

 

 

ユニバーサル絵本ライブラリ― UniLeaf（ユニリーフ） 

代表    大下 利栄子 
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ブロンズ模型の生みの親、Egbert Broerken氏より提供



                                       

最後まで読んでくださり、ありがとうございました。 

 

子どもたちに、どれほど多くの人が君たちの笑顔を願っているかを知らせたい・・ 

皆様の思いと希望と夢を、ご一緒に形にしましょう。子どもたちの未来のために・・ 
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